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お早めに

表紙写真：中学生海外語学研修帰国報告会
８月に米国スプリングフィールド市での
語学研修に参加した市内の中学３年生70
人。９月５日に行われた帰国報告会では、
研修の様子についてのプレゼンテーショ
ンや英語でのスピーチなどを行い、大き
く成長した姿を披露しました。

 防災・防犯情報を配信中  いせさき情報メールに登録を！ 登録方法など詳しくは12ページへ

主な内容
P2−5	 中学生海外語学研修 世界と向き合う第一歩
P6	 絣の郷交流まつりを開催します
	 あかぼり小菊の里まつり
P10−11	 注目の市民アスリートに突撃インタビュー

English, OK！
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2015年（平成27年）10月1日号 23

中学生海外語学研修 世界と向き合う第一歩

ミズーリ州
スプリング
フィールド市

ミズーリ州
スプリング
フィールド市

アメリカ
合衆国

ダラスダラス

ライブ中継でのやりとり

　サンデンホールディングス株式会社は、自動車
エアコンのコンプレッサーや自動販売機、冷凍・
冷蔵ショーケースなどを製造している会社です。
伊勢崎市寿町に本社があり、海外にも多くの支社
があります。会社の社会貢献活動の一つとして、
市内中学生の海外語学研修をサポートしてくれて
います。
　７月22日、今回の語学研修の事前研修を市内
の本社で行いました。テキサス州ダラスにあるサ
ンデンUSA工場とインターネット回線を使ったラ
イブ中継を行い、生徒たちは英語で自己紹介や質
問をして、現地社員の皆さんと交流しました。
　生徒たちは事前研修で学
んだことを胸に、そして現
地で社員の皆さんに会える
ことを楽しみに、スプリン
グフィールドからダラスへ
と向かいました。

サンデンホールディングス株式会社の
皆さんのご協力に感謝！

　スプリングフィールド市と伊勢崎市は、1986 
年に国際姉妹都市提携を結びました。面積は伊
勢崎市より広い約211平方キロメートですが、
人口は約15万９千人と伊勢崎市より少ないで
す。滞在中は雨の降る日や暑い日も何日かあり
ましたが、伊勢崎市よりも比較的湿度が低いた
め、過ごしやすい日が多かったです。治安が良
く、親切な人が多かったので、安心して過ごす
ことができました。

（特派員　第二中学校　飯
いい

島
じま

綾
あや

夏
か

）

　市では、世界で活躍できる人材を育成するため、市内の中学生を対象に海外
語学研修を実施しています。この特集は、研修に参加した中学生から選出さ
れた特派員と、研修で中学生のサポートを務めた共愛学園前橋国際大学の学生
が、市と共同で編集しました。

問い合わせ　学校教育課（☎27－2790）

中学生海外
語学研修

広報
いせさき

   Col laboration

コラボ企画

　
８
月
２
日
か
ら
15
日
ま
で
、
市

内
の
中
学
校
・
中
等
教
育
学
校
の

３
年
生
70
人
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

で
の
海
外
語
学
研
修
に
参
加
し
ま

し
た
。
私
た
ち
共
愛
学
園
前
橋
国

際
大
学
の
学
生
３
人
は
、
現
地
で

中
学
生
の
語
学
サ
ポ
ー
ト
や
引
率

の
先
生
方
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
業
務

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
の
合
言
葉
は「
３
Ｃ
」 

で
す
。
３
Ｃ
と
は
、「
こ
の
機
会 

（C

チ

ャ

ン

ス

hance

）を
最
大
限
に
生
か
し
て
、 

何
事
に
も
挑
戦（C

チ

ャ

レ

ン

ジ

hallenge

）し
、 

自
分
自
身
を
成
長（C

チ

ェ

ン

ジ

hange

）さ

せ
る
」と
い
う
こ
と
。
生
徒
た
ち

は
こ
の
言
葉
を
心
に
留
め
、
日
本

で
の
事
前
研
修
、
海
外
で
の
研
修

に
懸
命
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
、
伊
勢
崎
市
と
国

際
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ぶ
ミ
ズ
ー

リ
州
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
市

に
あ
る
ミ
ズ
ー
リ
州
立
大
学
の
キ

ャ
ン
パ
ス
で
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
ア
イ
デ
ア
満
載
の
英
語
の
授

業
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
慣
れ
な

い
環
境
で
も
積
極
的
に
発
言
し
、

分
か
ら
な
い
こ
と
を
自
分
の
英
語

力
と
勇
気
を
振
り
絞
っ
て
解
決
し

よ
う
と
努
力
す
る
生
徒
た
ち
の
姿

は
、
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　
彼
ら
は
学
習
し
て
き
た
英
語
を

使
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
挑
戦
を
し

ま
し
た
。
お
も
て
な
し
の
心
を
持

っ
て
現
地
の
人
を
招
き
、
日
本
文

化
の
魅
力
を
伝
え
た「
伊
勢
崎
サ

マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」。
緊
張

す
る
中
で
も
、
伊
勢
崎
市
に
つ
い

て
表
現
豊
か
に
生
き
生
き
と
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た「
ふ

る
さ
と
プ
レ
ゼ
ン
」。
き
っ
と
多

く
の
生
徒
の
記
憶
に
残
っ
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
を
や
り

遂
げ
た
こ
と
で
自
信
が
付
き
、
仲

間
と
の
信
頼
関
係
も
築
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
８
月
13
日
に
は
テ
キ
サ
ス
州
ダ

ラ
ス
に
移
動
し
、
伊
勢
崎
市
に
本

社
を
構
え
る
サ
ン
デ
ン
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
の
ア
メ
リ
カ

工
場
で
、
機
械
の
製
造
過
程
を
見

学
し
ま
し
た
。
現
地
職
員
の
皆
さ

ん
の
温
か
い
歓
迎
の
下
、
昼
食
を

一
緒
に
取
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
交
流
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
を
通
し
て
、
サ
ポ

ー
ト
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
同
行
し

た
私
た
ち
も
成
長
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
中
学
生
の
皆
さ
ん
も
、

世
界
を
見
据
え
た
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

サ
ポ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
ン（
共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
）

関せ
き 

浩こ
う

平へ
い

　
成な

り

田た 

夏な
つ

乃の

　
横よ

こ

坂さ
か 

真ま

優ゆ

夢
に
向
か
っ
て
突
っ
走
れ
！

伊勢崎銘仙を着て、伊
勢崎サマーフェスティ
バルに出発！

自分たちが考えたキャラ
クターを英語で説明して
います！

現地の子どもたちに
習字を教えました。

休憩時間にはみんなで
球技やフライングディ
スクを楽しみました。

国際姉妹都市ミズーリ州
スプリングフィールド市へ 中学生海外語学研修

世界と向き合う第一歩
▲ミズーリ州立大学の
シンボル　熊の銅像

ミズーリ州立大学の
スタジアム前で
記念撮影
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中学生海外語学研修 世界と向き合う第一歩

私たちが、思い出
の詰まった研修に
ついて編集しまし
た。紙面を通じて、
研修に参加した私
たちの成長ぶりを
感じていただける
とうれしいです。

飯
島 

綾
夏

田
玉 

侑
里

新
井 

雅
人

児
島 

孝
行

長
島 

隆
之
介

長
島 

隆
之
介

成
田 

夏
乃

成
田 

夏
乃

関 

浩
平

関 

浩
平

長
田 

麻
由

長
田 

麻
由

新
井 

ぴ
の
子

新
井 

ぴ
の
子

福
島 

あ
さ
み

福
島 

あ
さ
み

横
坂 

真
優

横
坂 

真
優

現地の人にアンケート現地の人にアンケート 次の２つの質問を中学生自身が現地の人に
聞きました。

親切・優しい
日本食（お寿司・納豆）
きれい・美しい文化

●甲子園
●ゴジラ
●ポケモン

Q日本のイメージは
どういうものですか？

BEST３

Qアメリカの自慢は
何ですか？このような

回答もありました
このような

回答もありました
●アメリカ人として
　生まれたこと
●多種多様
●iPhone

このような
回答もありました
このような

回答もありました

1
２
３

広大な敷地
明るい
自由

BEST３
1
２
３

す　　し

　アメリカでの授業は、もちろん全て英語で行いま
す。現地の先生方は、僕たちが少しでも理解できる
ようにと、親切・丁寧に教えてくれて、僕たちの意
見もしっかりと聞いてくれました。授業はとても楽
しく、英語を学ぶだけではなく、アメリカの文化な
どについても学ぶことができました。おかげで、先
生方ともとても親しくなれました。できることなら、
また先生方の授業を受けに行きたいです。

（特派員　あずま中学校　長
なが

島
しま

隆
りゅう

之
の

介
すけ

）

　事前研修からコツコツと準備してきた伊勢崎サマ
ーフェスティバルには、たくさんの人が来てくれて、
とても盛り上がりました。各ブースに分かれて、習
字や折り紙など、さまざまな日本の伝統文化を紹介
しました。メインステージでは、太鼓・空手・剣道・
オタ芸を披露しました。説明するのも教えるのも、
全て英語で大変でしたが、通じたときはとてもうれ
しかったです。準備してきた成果が表れた、最高の
サマーフェスティバルになりました。

（特派員　第四中学校　長
おさ

田
だ

麻
ま

由
ゆ

）

　地元野球チーム、スプリングフィールド・カージ
ナルスのホームゲームを観戦しました。僕たちはオー
プニングセレモニーで歌う曲、G

グ リ ー ン

ReeeeNの『キセキ』 
をたくさん練習してきました。練習の成果が実り、
球場では力一杯そして楽しく歌い切ることができま
した。現地の皆さんに温かく歓迎していただき、伊
勢崎市とスプリングフィールド市が一つになった瞬
間でした。さらに赤堀中学校の川

かわ

田
た

龍
りゅう

芽
が

君が始球式
を務め、みんなの記憶に残る野球観戦となりました。

（特派員　殖蓮中学校　児
こ

島
じま

孝
たか

行
ゆき

）

　初日の実地研修では、夕飯を買うこ
とさえも難しく、自分の頼んだ物とは
違う物を渡されることもありました。
しかし、後半の実地研修では、「ドリ
ンクもいかがですか」などの質問に、
自分の意志を伝えることができるよう
になりました。買い物をするときには 
硬貨の使い方も難しかったですが、「あ
と何枚」「合ってるよ。P

パ ー フ ェ ク ト

erfect!」など
と、お店の人の助けを借りて使えるよ
うになりました。外国での生活に関し、
自分自身の成長を感じることができま
した。
（特派員　第四中学校　新

あら

井
い

ぴの子
こ

）

　研修も後半に差し掛かったころ、私たちは１day
ホームステイをしました。初めは緊張していました
が、ホストファミリーは英語に不慣れな私たちにと
ても優しくしてくれて、だんだんと会話も弾むよう
になりました。動物園に行ったり、買い物に行った
りと各家庭にお世話になり、とても充実した時間を
過ごすことができました。実際に現地の皆さんの生
活にふれ、食生活の違いや考え方を学び、アメリカ
との距離をより一層、縮めることができました。

（特派員　第四中学校　新
あら

井
い

雅
まさ

人
と

）

フェアウェルパーティ 
ーで感謝の気持ちを込
めて歌をプレゼント。

ダラスでの実地研修。
ケネディ記念館で歴史
を勉強しました。

大学の皆さんに伊勢崎市につ
いて知ってもらうため、授業
でプレゼンを行いました。

ライトを使ったオタ芸
（オタクのパフォーマ
ンス）を披露しました。

８/６

８/８

授業の様⼦

伊勢崎サマーフェスティバル１
ワン

d
デイ

ay ホームステイ

フェアウェルパーティー 野球観戦市内実地研修

サンデンUSA 訪問

８/11

８/13

私たち、広報特派員です！

８/７

　ミズーリ州立大学での研修最終日に
行われたフェアウェルパーティーでは、
大学でお世話になった先生方や大学生、
ホームステイ先のホストファミリーに、
お別れと感謝の気持ちを伝えることが 
できました。最後に歌った『キセキ』で
は、多くの生徒が涙を流していました。
泣きながらも笑顔で歌うことができて、
とても良かったと思います。お世話に
なった皆さんと一緒に写真を撮ったり、
思い出話をしたりして、とても楽しく
感動的な会でした。
（特派員　第四中学校　福

ふく

島
しま

あさみ）

　ダラスに移動して２日目、私たちは
サンデンのダラス工場を見学しました。
工場の皆さんは、生産している製品に
ついて、私たちに分かりやすく説明し
てくれました。製品の生産から販売ま
での流れを学ぶためにみんなで作った
ケーキは、かなり甘かったですが、お
いしかったです。製品について学ぶと
ともに、働く人たちの優しさを感じる
ことができました。工場の入り口には
日本語で「和

わ

を以
もっ

て豊
ゆたか

に」とあり、日本
とのつながりを感じることができまし
た。

（特派員　第二中学校　田
た

玉
だま

侑
ゆう

里
り

）

８/９・
12・13

８/３〜11
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盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
で

交
流
し
よ
う

期
日　
10
月
18
日（
日
）

※
小
雨
決
行

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
場　
波
志
江
沼
環
境
ふ
れ
あ
い

公
園

【
地
域
交
流
物
産
展
】

　
各
地
域
で
親
し
ま
れ
て
い
る
菓

子
や
料
理
な
ど
の
特
産
品
を
販
売

し
ま
す
。

絣
の
郷
交
流
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す

　
本
市
お
よ
び
本
市
と
深
い
関
わ
り
の
あ
る
玉
村
町
・
埼
玉
県
本
庄
市
・

埼
玉
県
深
谷
市
、
本
市
周
辺
の
県
内
各
市
、
そ
し
て
都
市
地
方
連
携
推
進

事
業
と
し
て
交
流
の
あ
る
東
京
都
台
東
区
浅
草
地
域
・
新
潟
県
長
岡
市
寺

泊
地
域
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
産
品
や
伝
統
芸
能
が
集
ま
り
ま
す
。
明
日

の
郷
土
を
築
く
青
少
年
の
集
い
、
消
費
生
活
展
、
国
際
交
流
の
つ
ど
い
、

世
界
の
料
理
・
屋
台
村
な
ど
、
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
市
民
活
動
課（
☎
（61）
６
７
１
２
）

　
犬
の
飼
い
主
に
は
、「
狂
犬
病

予
防
注
射
の
お
知
ら
せ
」の
は
が

き
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
当
日
会

場
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
当
日
は
、

犬
を
押
さ
え
ら
れ
る
人
が
連
れ
て

き
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
会
場
を
汚

さ
な
い
よ
う
、
犬
の
ふ
ん
は
飼
い

主
が
責
任
を
持
っ
て
持
ち
帰
り
ま

し
ょ
う
。

期
日
・
時
間
・
会
場　
左
表
の
と

お
り

期
日　
10
月
18
日（
日
）

※
小
雨
決
行

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
場　
あ
か
ぼ
り
小
菊
の
里（
磯

町
）

内
容　
小
菊（
１
５
０
鉢
）・
豚
汁

の
無
料
配
布
、
だ
ん
ご
・
菓
子
・

野
菜
・
陶
芸
品
な
ど
の
販
売

※
小
菊
の
無
料
配
布
は
中
学
生
以

上
が
対
象
で
す

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射（
秋
期
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
共
に
支
え
る
色
と
り
ど
り
の
玉
菊

あ
か
ぼ
り
小
菊
の
里
ま
つ
り

※
荒
天
の
場
合
は
中
止
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す

対
象　
生
後
91
日
以
上
の
犬

※
健
康
で
な
い
犬
は
、
獣
医
師
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い

料
金　

●
登
録
済
み
の
犬
＝
３
４
０
０
円

●
登
録
が
済
ん
で
い
な
い
犬
＝
６ 

４
０
０
円

※
登
録
料
３
０
０
０
円
を
含
み
ま

す ※
無
料
配
布
は
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す

【
地
域
交
流
芸
能
発
表
会
】

　
各
地
域
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
芸

能
を
披
露
し
ま
す
。

【
花
と
緑
の
交
流
広
場
】

　
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
・
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
・
綿
あ
め
の
無
料
配
布
、
花
の

販
売
、
寄
せ
植
え
体
験
教
室
な
ど

を
行
い
ま
す
。

【
明
日
の
郷
土
を
築
く
青
少
年
の

集
い
】

　
明
日
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、

ク
ラ
フ
ト
体
験
の
場
や
ス
テ
ー
ジ

発
表
の
場
を
つ
く
り
ま
す
。
す
て

き
な
景
品
が
当
た
る
大
抽
選
会
も

行
い
ま
す
。

【
消
費
生
活
展
】

　
安
心
・
安
全
な
生
活
に
つ
い
て

考
え
、
暮
ら
し
を
見
つ
め
直
す
き

っ
か
け
づ
く
り
に
な
る
よ
う
、
さ

ま
ざ
ま
な
展
示
な
ど
を
行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎

（20）
７
３
０
０
）に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い

【
国
際
交
流
の
つ
ど
い
／
世
界
の

料
理
・
屋
台
村
】

　
国
際
色
豊
か
な
文
化
の
紹
介
や

国
際
交
流
関
係
団
体
の
活
動
紹
介

な
ど
を
行
い
ま
す
。
市
内
の
外
国

料
理
レ
ス
ト
ラ
ン
に
よ
る
、
各
国

の
郷
土
料
理
を
味
わ
え
る
屋
台
も

並
び
ま
す
。

※
詳
し
く
は
国
際
課（
☎

（27）
２
７ 

３
１
）に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い【ふ
く
し
体
験
会
】

　
車
い
す
体
験
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー

ト
体
験
、
パ
ネ
ル
展
示
、
福
祉
を

学
ぶ
大
学
生
と
の
交
流
な
ど
、
体

験
を
通
し
て
福
祉
の
心
を
育
て
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
伊
勢
崎
市
社
会
福
祉

協
議
会（
☎

（25）
４
５
４
６
）に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い 

　
あ
か
ぼ
り
小
菊
の
里
は
、「
小
菊
の
里
つ
く
り
の
会
」

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
植
栽
し
て
い
る
花
の

名
所
で
す
。
市
の
北
端
に
あ
る
峰
岸
山
の
南
斜
面
に
、

赤
や
黄
、
白
な
ど
の
色
彩
豊
か
な
約
２
万
株
の
小
菊

（
玉
菊
）が
一
斉
に
咲
き
そ
ろ
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
赤
堀
経
済
振
興
室（
☎
（62）
９
７
９
１
）

　
犬
の
飼
い
主
に
は
、
年
１
回
、
飼
い
犬
に
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ

せ
る
こ
と
が
、
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
、
ま
だ
予
防

注
射
を
済
ま
せ
て
い
な
い
飼
い
主
は
、
必
ず
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　
環
境
保
全
課（
☎
（27）
２
７
３
３
）

　
入
居
に
は
市
税
の
滞
納
が
な
い

こ
と
、
所
得
制
限
な
ど
の
条
件
が

あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
の
前
に
住

宅
課
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
詳
細
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
内
容
は
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
必
要
書
類
を
用
意
す
る
期
間
を

考
慮
し
て
、
余
裕
を
持
っ
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　
10
月
14
日（
水
）ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す

時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
住
宅

課（
☎

（27）
２
７
６
４
）

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す対象世帯の説明

●�子育て世帯＝夫婦と就学前の子どもがいる世帯、または
婚姻から３年を経過せず、夫婦の年齢の合計が70歳以
下の世帯
●�母子世帯＝現在婚姻していない昭和31年４月２日以降
に生まれた母と未成年の子どもだけの世帯
●単身者世帯＝昭和31年４月１日以前に生まれた人など
●�高齢者世帯＝昭和31年４月１日以前に生まれた人で２
人以上の世帯（子どもがいる場合は18歳未満に限りま
す）
●�障害者世帯＝障害者がいる２人以上の世帯
●�一般世帯＝中堅所得者世帯（収入月額が15万8,000円か
ら48万7,000円までの世帯）に該当しない、２人以上の
世帯

※県営住宅の応募書類も住宅課にあります

申し込み多数
の場合は抽選
会を行います

期日　10月25日（日）
時間　午前９時10分開始
会場　市役所東館５階第１会議室

小泉コスモスまつり
　白やピンク、オレンジなど、色
とりどりのコスモスの花をお楽し
みください。祭り当日は、一部を
除きコスモスを摘むことができま
す。
期日　10月18日（日）
時間　午前10時～午後３時
会�場　小泉稲荷大鳥居周辺（小泉
町）
内容　農産物の直売など
問�い合わせ　あずま経済振興室
（☎62−9913・☎62−1311）

50
50

あかぼり
小菊の里
磯沼 カ

リ
ビ
ア
ン

ビ
ー
チ

赤堀支所

伊
勢
崎
大
間
々
線

西久保一丁目

案内図
N

入居者を募集する市営住宅一覧
住宅名 対象世帯 募集戸数

昭和住宅 一般世帯 １戸

茂呂島住宅

子育て世帯 ３戸
母子世帯 ３戸
単身者世帯 ２戸
障害者世帯 １戸
一般世帯 １戸

豊城西住宅

子育て世帯 １戸
母子世帯 １戸
単身者世帯 １戸
高齢者世帯 １戸
障害者世帯 １戸
一般世帯 １戸

豊城北住宅 一般世帯 １戸

羽黒住宅

子育て世帯 １戸
母子世帯 ２戸
単身者世帯 ４戸
一般世帯 １戸

高田住宅 一般世帯 １戸

山王住宅
子育て世帯 １戸
母子世帯 １戸
単身者世帯 １戸

今泉住宅
子育て世帯 １戸
母子世帯 １戸
高齢者世帯 １戸

赤堀千鳥住宅 一般世帯 １戸
境下武士住宅 子育て世帯 １戸
境上武士住宅 単身者世帯 １戸

境熊野前住宅 子育て世帯 １戸
単身者世帯 １戸

境百々第１住宅 子育て世帯 １戸
境百々第２住宅 母子世帯 １戸
境保泉住宅 子育て世帯 １戸

日程表
期日 会場 時間

10月13日（火）
名和公民館 午前９時30分～10時30分

豊受公民館 午前11時～正午

10月14日（水）
宮郷公民館 午前９時30分～10時30分

三郷公民館 午前11時～正午

10月15日（木）
茂呂公民館 午前９時30分～10時30分

殖蓮公民館 午前11時～正午

10月16日（金）

境北中学校西駐車場 午前10時～10時30分

境剛志公民館 午前11時～11時30分

境東公民館 午後１時30分～２時

境島村公民館 午後２時30分～３時

10月18日（日）

市役所 午前10時～正午

赤堀支所 午前10時～正午

境支所 午後１時30分～３時

あずま支所 午後１時30分～３時 コスモスを摘んで楽しめます

世界各国の料理を味わえる屋台

さまざまな芸能が披露されます
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事来出のちま

　９月５日、『ばあちゃんのえんがわ』などの作品で知られる絵本作家
の野村たかあきさんを講師に招いて、赤堀芸術文化プラザで「紙芝居
をたのしむ日inあかぼり」が開催されました。野村さんによる紙芝居
『やんちゃももたろう』の上演では、よく知られた桃太郎の童話とは違
う展開のお話に、会場は大盛り上がり。紙芝居の上演後、参加者は自
分で考えた物語を四つのシーンで表現するオリジナルのミニ紙芝居作
りに挑戦し、野村さんのアドバイスを受けながら夢中になって作品を
作りました。完成後には、個性豊かなミニ紙芝居の上演会も行われ、
紙芝居の魅力を満喫する１日になりました。

紙芝居をたのしむ日 in あかぼり
見て 聞いて 作って楽しむ紙芝居

銘仙教室
伊勢崎銘仙の魅力を学びました

　９月１日・８日、四ツ葉学園中等教育学校で「銘仙教室」が行われました。９月８日に行われた
３年生の授業では、伊勢崎銘仙の着付け体験教室や、銘仙を着た生徒たちによる銘仙プチファッ
ションショーが行われました。普段とは違う銘仙姿の友達に、見ていた生徒たちからは歓声が上
がりました。ファッションショー終了後には、ビデオ上映やクイズ形式の学習などで、伊勢崎銘
仙について楽しく学びました。この活動を基礎学習として、今後、生徒たちは京都西陣や本市の
国際姉妹都市・米国ミズーリ州スプリングフィールド市で伊勢崎銘仙の魅力を発信していきます。

ミスひまわりコンテスト
第30代ミスひまわり誕生

自殺予防パネル展・街頭キャンペーン
命と心の健康の大切さを訴えました

　９月５日、文化会館で「ミスひまわりコンテスト」が開
催されました。爽やかさ・優雅さ・輝かしさを基準に審
査が行われ、出場者20人の中から第30代ミスひまわり
の３人が選ばれました。
　新たなミスひまわりに選ばれた、佐

さ

藤
とう

みなみさん、新
あら

井
い

夏
なつ

実
み

さん、片
かた

貝
かい

茉
ま

由
ゆ

さんは、本市の観光大使として、
今後さまざまなイベントなどに花を添え、市のイメージ
アップと観光ＰＲのために活動していきます。

　９月は自殺予防月間です。９月８日に伊勢崎駅構内や
ベイシアスーパーマーケット伊勢崎駅前店前で行われた
「自殺予防街頭キャンペーン」では、精神保健福祉ボラン
ティアの皆さんがストレスチェックリーフレットや反射
キーホルダーが入った自殺予防啓発グッズを配布し、自
殺予防を呼び掛けました。
　伊勢崎駅前インフォメーションセンターでは９月８日
から11日までの４日間、「自殺予防パネル展」が行われ、
展示を通して命の大切さや心の悩みを抱える人を支える
ことの大切さを訴えました。

中学生海外語学研修 帰国報告会
感謝の気持ちを込めて 研修の成果を報告しました

　８月に米国ミズーリ州スプリングフィールド市での語
学研修に参加した中学生70人が、９月５日、市役所で
帰国報告会を行いました。生徒たちは、現地での授業の
様子や生活ぶりなどをスライドで発表したほか、出席し
た保護者や学校の先生に感謝の気持ちを込めた歌をプレ
ゼントして、研修を通じて成長した姿を披露しました。
　全体発表の後、五つのグループに分かれて生徒一人一
人による英語でのスピーチが行われ、それぞれが感じた
こと、体験したことを発表。自分の英語が現地で通じな
くて困ったことや、ホームステイでホストファミリーと
楽しく会話できたことなど、学んできた英語で堂々とス
ピーチする姿に、会場から大きな拍手が送られました。

ミスひまわりか
らのメッセージ
を動画で公開中

銘仙の着付けを体験 銘仙姿に変身

髪結い体験に
生徒も笑顔に

笑顔があふれる授業になりました

野村たかあきさんによる紙芝居上演

どんな紙芝居ができるかな？ ミニ紙芝居の上演会

手作りの紙芝居が完成！

（左から）第30代ミスひまわりに選ばれた
佐藤みなみさん、新井夏実さん、片貝茉由さん

伊勢崎駅構内で自殺予防啓発活動を行う
ボランティアの皆さん

研修のテーマ曲に選んだ G
グ リ ー ン

ReeeeNの『キセキ』を
出席した皆さんに披露しました



広報いせさき　No.25911 2015年（平成27年）10月1日号 10

　10月11日（ソフトボールは10月４日・11日）に市民総
合体育大会（市民総体）が開催されます。12競技16種目、
地区対抗で行われる市民総体には、多くの市民アスリー
トが参加します。今大会に出場する注目の市民アスリー
トを紹介します。

問い合わせ　スポーツ振興課（☎27−2747）

全試合
ストレート勝ちを！

ライバルに勝ちたい！
強い思いを胸に大会へ

　卓球競技に出場する綿貫さ
んは、鶴

つ る が や

谷病院（境百々）の健
診センターに勤務しています。
健康診断の事務のほか、救急
車の受け入れなどにも対応し、
「患者さんと向き合う仕事も
あるので、責任感を感じてい
ます」と話します。
　綿貫さんは９月に行われた
全日本卓球選手権ダブルス群
馬県予選会で、妻・里

り

紗
さ

さん
と組んだ混合ダブルスで優勝
し、本大会への出場を決めま
した。
「子どもができて妻にはブラ
ンクがあったので、初戦を勝

　普段は伝票整理などの事務
仕事をしている渡部さんは、
３人の子どもの母親でもあり
ます。「私以外のとようけＴ
Ｃ女子メンバーもみんな主婦
で、子育て世代なんですよ」
　綱引きを始めたきっかけは、
６年前の市民総体。人数が足
りずに手伝いを頼まれて初め
て綱引きに参加し、決勝で名
和地区に惜しくも敗れました。
「名和地区に負けて悔しくて。
勝って終わりたいと思ったら、
やめられなくなりました」
　現在、渡部さんは市民総体
に向けた練習を重ねています。

てればいいかなっていうくら
いでした。まさか優勝できる
とは思いませんでしたね。職
場の皆さんも喜んでくれて、
本当にありがたいですね」
　11日の市民総体では「全試
合ストレートで勝って、優勝�
したいです」と意気込みを語�
ってくれました。

「綱引きにはインドア（屋内）
とアウトドア（屋外）とありま
す。私たちはインドアのチー
ムなので、屋外で行う市民総
体のために普段とは違う外で
の練習も行っています。市民
総体ではずっと名和地区に負
けているので、今度こそ名和
地区の連覇を止めたいです」

注目の市民アスリートに突撃 インタビュー
市民総合体育大会 開幕直前

会場＝第二市
民体育館

卓　球卓　球
会場＝市補助

競技場
綱引き綱引き

優勝と自己新記録で
笑顔のゴールを目指す
　前橋高等特別支援学校の教
員として木工などの職業教育
の授業を担当する大沢さん。
マラソンを始めたのは、30歳
の時でした。
「最初の大会では、ビリでし
た。しかし、何度も大会に出
るうちに徐々にタイムが上が
り、33歳で初めて入賞したと�
きは本当にうれしかったです」
　これまでさまざまな大会に�
出場し、市民総体では陸上競
技の1500mで10連覇を達成
したこともあります。
「大会に出ると、県内の市民
ランナーと交流できます。自

分でライバルと決めた相手が
同じ大会にいると、勝ちたい
という気持ちが湧いてきます」
　最後に市民総体に向けた意
気込みを聞きました。
「１位になる。そして自分の
記録を超えられたらと思いま�
す。走って
いるときが
どんなにつ
らくても、
最後はいつ
も通り、笑
顔でゴール
したいです
ね」

会場＝市陸上
競技場

陸　上陸　上
目指すは
２年連続優勝！

　宮郷地区ソフトボールチー
ムで監督兼ピッチャーを務め
る藤井さん。普段は自動車電
装整備業を営んでいます。「カ�
ーナビやＥＴＣの取り付け、
車のエアコンの修理など、車
の電気屋さんといった仕事で
すね」
　市民総体の魅力を「普段は
別々のチームでプレーしてい
る選手が、地区の代表として
集まり一緒にプレーできると�
ころ」と話す藤井さん。こと
しの宮郷地区ソフトボールチ
ームは、バッテリーを中心に、
まとまりのあるチームに仕上

がっていると言います。市民
総体に向けた意気込みを聞き
ました。
「昨年は優勝しましたが、雨
で試合が消化できず優勝は４
チームでした。チームみんな
で力を合わせ、ことしは全試
合勝って、本当の優勝を目指
します」

ソフトボールソフトボール
会場＝市ソフ

トボール場

　　　第二グ
ラウンド

　　　市補助
競技場

渡
わ た な べ

部 愛
あい

さん（富塚町）
豊受地区在住の女性で結成するとようけＴ
Ｃ女子に所属。ことし８月に行われたわか
やま国体の綱引競技（公開競技）では、ベス
ト８の成績を残した。

藤
ふじ

井
い

 貴
たか

広
ひろ

さん（稲荷町）
学生のころはテニスをしていたが、父親の
影響で20歳を過ぎてからソフトボールを
始めた。宮郷地区の代表としてソフトボー
ル競技には20年以上参加し続けている。

綿
わた

貫
ぬき

 辰
たつ

也
や

さん（境美原）
11月の群馬県民体育大会卓球競技では、
本市代表として出場が決まっている。平成
28年１月に東京都で開催される全日本卓
球選手権大会に混合ダブルスで出場予定。

大
おお

沢
さわ

 武
たけ

志
し

さん（波志江町）
市民総体陸上競技の1500mで、50歳代の
大会記録保持者。公式大会に541回出場
し、優勝が146回、入賞が343回という驚
異的な成績を収めている。

境地区 豊受地区

三郷地区 宮郷地区
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情報掲示板情報掲示板
●伊勢崎市役所
●赤堀支所
●あずま支所
●境支所
開庁時間　午前8時30分～午後5時15分

☎0270－24－5111
☎0270－62－1151
☎0270－62－1311
☎0270－74－1111

☎0180－99－2999
☎0270－23－1299

……………
…………………
………………

……………………

■災害情報案内（24時間）
■救急病院等案内（24時間）

広報いせさき　No.25913

情報掲示板

　気象、避難勧告・指示などの防災情報や地域の防犯情報
などを、いせさき情報メールとして配信しています。災害
時には、防災無線や広報車などの緊急放送が聞き取れない
こともあります。いざというときに確実に情報を得られる
よう、いせさき情報メールに登録をしておきましょう。
　　　　　　携帯電話で次のメールアドレスに
　空メールを送信してください。
　　 t-isesaki@sg-m.jp
　　　　　　安心安全課（☎27－2706）

メール

登録の方法

　  
問い合わせ

公
立
保
育
所
臨
時
職
員

（
保
育
士
・
看
護
師
）を
募
集

こ
ど
も
保
育
課（
☎

（27）
２
７
５
１
）

勤
務
期
間　
12
月
１
日（
火
）か
ら

平
成
28
年
３
月
31
日（
木
）ま
で

※
雇
用
契
約
は
更
新
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す

勤
務
場
所　
市
内
の
公
立
保
育
所

【
保
育
士
】

勤
務
時
間　
午
前
７
時
か
ら
午
後

７
時
ま
で
の
間
で
７
時
間
30
分
の

交
代
勤
務
ま
た
は
短
時
間
勤
務

※
交
代
で
土
曜
日
の
出
勤
が
あ
り

ま
す
。
日
曜
日
・
祝
日
は
休
み
で

す対
象　
保
育
士
の
資
格
を
持
っ
て

い
る
人

募
集
人
数　
５
人
程
度

賃
金　
時
給
１
１
０
０
円

【
看
護
師
・
准
看
護
師
】

勤
務
時
間　
平
日
の
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で

対
象　
看
護
師
・
准
看
護
師
の
資

格
を
持
っ
て
い
る
人

募
集
人
数　
３
人
程
度

賃
金

●
看
護
師
＝
時
給
１
３
０
０
円

●
准
看
護
師
＝
時
給
１
１
０
０
円

　
　
　
　
＊　
　
　
＊　
　
　
　

い
ず
れ
も

申
し
込
み　
10
月
30
日（
金
）ま
で

係
が
あ
る
人

宛
先　
〒
３
７
２
ー
８
５
０
１　

（
住
所
不
要
）　
市
役
所
安
心
安
全 

課
、

（26）
６
１
２
３
、

anshin 
anzen@

city.isesaki.lg.jp

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
組
織
及
び 

運
営
等
に
関
す
る
条
例（
案
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎

（20）
７
３
０
０
）

　
消
費
者
安
全
法
の
改
正
に
伴
い
、

本
市
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
組

織
、
運
営
、
情
報
の
安
全
管
理
な

ど
に
つ
い
て
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

条
例（
案
）に
つ
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
手
続
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い
。

【
意
見
の
提
出
方
法
】

　
所
定
の
様
式
に
住
所
・
氏
名
・ 

意
見
と
そ
の
理
由
を
記
入
の
上
、

直
接
ま
た
は
封
書
・
フ
ァ
ク
ス
・

メ
ー
ル
で
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
資
料
と
所
定
の
様
式
は
、
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
、
市
民
情
報
コ
ー

ナ
ー（
市
役
所
・
各
支
所
）に
あ
り

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

期
間　
10
月
１
日（
木
）か
ら
30
日

（
金
）ま
で（
必
着
）

対
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人

●
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在

地
域
防
災
計
画（
修
正
案
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続

安
心
安
全
課（
☎

（27）
２
７
０
６
）

　
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
伊

勢
崎
市
地
域
防
災
計
画（
修
正
案
）

を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
修
正
案

に
つ
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
手
続
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

意
見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
意
見
の
提
出
方
法
】

　
所
定
の
様
式
に
住
所
・
氏
名
・ 

意
見
と
そ
の
理
由
を
記
入
の
上
、

直
接
ま
た
は
封
書
・
フ
ァ
ク
ス
・

メ
ー
ル
で
安
心
安
全
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
資
料
と
所
定
の
様
式
は
、
安
心

安
全
課
、
市
民
情
報
コ
ー
ナ
ー（
市 

役
所
・
各
支
所
）に
あ
り
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
も
で
き
ま
す

期
間　
10
月
６
日（
火
）か
ら
11
月

４
日（
水
）ま
で（
必
着
）

対
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人

●
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在

学
の
人

●
市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
が
あ

る
個
人
・
法
人
・
団
体

●
本
市
に
納
税
義
務
が
あ
る
人

●
こ
の
計
画（
修
正
案
）に
利
害
関

学
の
人

●
市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
が
あ

る
個
人
・
法
人
・
団
体

●
本
市
に
納
税
義
務
が
あ
る
人

●
こ
の
条
例（
案
）に
利
害
関
係
が

あ
る
人

宛
先　
〒
３
７
２
ー
８
５
０
１　

（
住
所
不
要
）　
市
役
所
消
費
生
活 

セ
ン
タ
ー
、

（20）
７
３
０
２
、

 
seikatu-c@

city.isesaki.lg.jp

傍
聴
し
ま
し
ょ
う

教
育
委
員
会
会
議
定
例
会

教
育
委
員
会
総
務
課

（
☎

（27）
２
７
８
５
）

期
日　
10
月
13
日（
火
）

時
間　
午
後
１
時
30
分
開
始

会
場　
市
役
所
東
館
５
階
第
１
会

議
室

定
員　
７
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　
当
日
午
後
１
時
か
ら

１
時
20
分
ま
で
に
直
接
会
場
へ

安
全
・
有
利
・
手
軽
な
退
職
金

制
度
を
活
用
し
ま
せ
ん
か

商
工
労
働
課（
☎

（27）
２
７
５
５
）

　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、

中
小
企
業
で
働
く
皆
さ
ん
の
た
め

の
退
職
金
制
度
で
す
。
掛
金
の
一

部
を
国
が
助
成
し
、
新
規
契
約
者

に
は
市
か
ら
の
助
成
も
あ
り
ま
す
。

社
外
積
立
型
な
の
で
管
理
が
簡
単

で
、
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
す
。

問
い
合
わ
せ　
中
小
企
業
退
職
金 

共
済
事
業
本
部（
☎
０
３
ー
６
９
０ 

７
ー
１
２
３
４
）

お
知
ら
せ

に
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
直
接
こ
ど
も
保
育
課
へ

※
申
込
書
は
こ
ど
も
保
育
課
に
あ

り
ま
す

※
採
用
は
面
接
で
決
定
し
ま
す

※
採
用
者
が
募
集
人
数
に
満
た
な

い
場
合
は
、
随
時
受
け
付
け
ま
す

試
買
モ
ニ
タ
ー
・

計
量
モ
ニ
タ
ー
募
集

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎

（20）
７
３
０
０
）

　
日
常
生
活
で
購
入
し
て
い
る
食

料
品
を
実
際
に
計
量
し
て
表
記
量

の
確
認
を
す
る
こ
と
で
、
計
量
へ

の
関
心
を
深
め
、
ま
た
販
売
時
の

計
量
が
適
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

す
る
た
め
、
次
の
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

【
試
買
モ
ニ
タ
ー
】

期
日　
11
月
10
日（
火
）

時
間　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30

分会
場　
市
役
所
本
館
５
階
職
員
研

修
室

定
員　
10
人（
先
着
順
）

内
容　
市
内
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
で
食
料
品
を
購
入
し
、
会
場 

で
表
記
量
と
実
際
の
重
さ
を
計
量
・ 

検
査
し
ま
す

※
購
入
費
用
は
用
意
し
ま
す

【
計
量
モ
ニ
タ
ー
】

期
間　
11
月
11
日（
水
）か
ら
12
月

10
日（
木
）ま
で

定
員　
５
人（
先
着
順
）

内
容　
個
人
で
購
入
し
た
食
料
品

に
つ
い
て
、
自
宅
で
表
記
量
と
実

際
の
重
さ
を
計
量
・
検
査
し
ま
す

※
計
量
用
の
は
か
り
を
貸
与
し
ま

す
　
　
　
　
＊　
　
　
＊　
　
　
　

い
ず
れ
も

対
象　
市
内
に
在
住
の
20
歳
以
上

の
人

申
し
込
み　
10
月
８
日（
木
）か
ら

23
日（
金
）ま
で
に
直
接
ま
た
は
電

話
で
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

平
成
27
年
度 

小
・
中
学
校
や

公
立
幼
稚
園
の
臨
時
教
職
員

な
ど
の
登
録
者
を
募
集

学
校
教
育
課（
☎

（27）
２
７
８
８
）

【
小
・
中
学
校
な
ど
の
教
職
員
】

募
集
内
容

①
補
助
教
職
員
＝
産
前
・
産
後
休

暇
や
育
児
休
業
な
ど
を
取
得
す
る 

教
職
員（
教
諭
・
養
護
教
諭
・
学 

校
栄
養
職
員
・
学
校
事
務
職
員
）

の
代
わ
り
と
し
て
勤
務
し
ま
す

②
マ
イ
タ
ウ
ン
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー（
非 

常
勤
講
師
）＝
小
学
校（
国
語
・
算

数
）、
中
学
校（
数
学
・
英
語
）で
、

教
科
の
少
人
数
指
導
を
担
当
し
ま

す③
小
・
中
学
校
英
語
支
援
助
手
＝

小
・
中
学
校
の
英
語
科
で
授
業
支

援
を
行
い
ま
す

④
臨
時
介
助
員
＝
特
別
な
支
援
を

必
要
と
す
る
児
童
・
生
徒
に
対
し
、 

学
校
生
活
で
の
適
応
に
向
け
た
介 

助
を
行
い
ま
す

対
象

①
・
②
＝
職
種
に
応
じ
た
免
許
を

持
つ
人

※
学
校
事
務
職
員
は
免
許
を
必
要

と
し
ま
せ
ん

③
＝
小
学
校
英
語
支
援
助
手
は
教

員
免
許
状
を
持
つ
人
、
英
語
が
堪

能
な
人
。
中
学
校
英
語
支
援
助
手

は
英
語
の
教
員
免
許
状
を
持
つ
人

④
＝
免
許
・
資
格
な
ど
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん

【
幼
稚
園
の
教
員
な
ど
】

募
集
内
容

①
補
助
教
員
＝
産
前
・
産
後
休
暇

や
育
児
休
業
な
ど
を
取
得
す
る
教

諭
の
代
わ
り
と
し
て
勤
務
し
ま
す

②
４
歳
児
支
援
員
＝
４
歳
児
学
級

で
園
児
の
指
導
を
補
助
し
ま
す

③
子
育
て
支
援
員
＝
幼
稚
園
の
教

育
時
間
後
の
預
か
り
保
育
に
従
事

し
ま
す

対
象

①
＝
幼
稚
園
教
諭
免
許
を
持
つ
人

②
＝
幼
稚
園
教
諭
免
許
な
ど
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん

③
＝
幼
稚
園
教
諭
免
許
ま
た
は
保

育
士
資
格
を
持
つ
人

　
　
　
　
＊　
　
　
＊　
　
　
　

い
ず
れ
も

申
し
込
み　
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
直
接
学
校
教
育
課

へ※
必
要
に
応
じ
て
連
絡
し
、
面
接

を
行
い
ま
す

期日　11月７日（土）
時�間　午前９時市役所集合・午後４時30分解散予定
対象　市内に在住の人
定員　30人（抽選）
内�容　世界遺産・田島弥平旧宅や、いせさき明治館、�
旧時報鐘楼などの市内の史跡と、市内にある絹産
業に関する句碑を、安

あ

保
ぼう

博
ひろ

史
し

さん（県立女子大学文
学部教授）、伊勢崎まちガイドの皆さんとまち歩き
をしながら巡ります
　※市有バスを使用します
参加料　1,000円（昼食代）
申�し込み　はがきに参加者の住所・氏名（ふりがな）・�
年齢・電話番号を記入の上、企画調整課へ
　※はがき１枚で２人分までの申し込みができます
宛�先　〒372－8501　（住所不要）　市役所企画調
整課「いせさき絹の道バスツアー」係

締切日　10月21日（水）必着
問い合わせ　企画調整課（☎27－2707）

赤石から
伊勢崎へ

名句・銘碑でたどる
いせさき絹の道バスツアー

募
集

平成27年国勢調査　回答はお済みですか
　インターネットでの回答がなかった世帯に、
紙の調査票を配布しています。記入した調査票
は「郵送提出用封筒」で郵送するか、調査員に提
出してください。まだ調査票を受け取っていな�
い場合は、情報政策課に問い合わせてください。
　より良い未来をつくるため、国勢調査にご協
力ください。
問い合わせ　情報政策課（☎27－2710）

mailto:anshinanzen@city.isesaki.lg.jp
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い
せ
さ
き
公
立
保
育
所
ま
つ
り

こ
ど
も
保
育
課（
☎

（27）
２
７
５
１
）

期
間　
10
月
20
日（
火
）か
ら
24
日

（
土
）ま
で

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
24
日（
土
）は
午
前
10
時
～
午
後

３
時

会
場　
市
役
所
東
館
１
階
市
民
ホ

ー
ル

内
容　
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
。
24
日

（
土
）は
人
形
劇
や
楽
器
遊
び
、
手

遊
び
、
体
操
、
簡
単
な
制
作
遊
び

な
ど
、
親
子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
ま
す

参
加
料　
無
料

文
化
サ
ー
ク
ル
作
品
展

殖
蓮
公
民
館（
☎

（26）
４
５
６
０
）

期
日　
10
月
17
日（
土
）・18
日（
日
）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30

分※
18
日（
日
）は
午
後
４
時
ま
で

会
場　
殖
蓮
公
民
館

内
容　
生
花
・
盆
栽
・
山
野
草
・

絵
画
・
絵
手
紙
・
ペ
ン
習
字
・
手

工
芸
・
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

な
ど
の
作
品
展
示
、
小
物
作
り
な

ど
の
体
験
講
座
、
歴
史
展
、
健
康

展
、
試
食
コ
ー
ナ
ー
、
お
茶
席
、

紙
芝
居
な
ど

入
場
料　
無
料

サ
ー
ク
ル
文
化
祭

北
公
民
館（
☎

（25）
４
５
４
７
）

期
日　
10
月
24
日（
土
）・25
日（
日
）

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
25
日（
日
）は
午
後
４
時
30
分
ま

で会
場　
北
公
民
館

内
容　
絵
画
・
書
の
展
示
、
茶
道
、

研
究
発
表
な
ど

入
場
料　
無
料

協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業

き
ら
き
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
５

市
民
活
動
課（
☎

（61）
６
７
１
２
）

　
子
ど
も
同
士
、
保
護
者
同
士
が

交
流
を
持
ち
、
お
互
い
の
成
長
を

喜
び
合
え
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
障

害
の
あ
る
子
ど
も
や
外
国
籍
の
子

ど
も
で
も
参
加
し
や
す
い
環
境
を

整
え
ま
す
。

期
日　
10
月
27
日（
火
）

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
０
時
30

分会
場　
絣
の
郷（
円
形
交
流
館
）

対
象　
お
お
む
ね
４
歳
く
ら
い
ま

で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

内
容　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
、
大
型
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
、
参
加
者
全
員
で
の
合
唱
と

合
奏
、
バ
ザ
ー
・
模
擬
店
、
ミ
ニ

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
親
子
写
真
撮

影（
１
組
５
０
０
円
）な
ど

入
場
料　
無
料

問
い
合
わ
せ　
親
子
サ
ー
ク
ル
き

ら
き
ら（　
０
９
０
ー
１
７
９
９ 

ー
８
２
１
３
・
池
田
）

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
芸
能
大
会

高
齢
福
祉
課（
☎

（27）
２
７
５
２
）

期
日　
10
月
８
日（
木
）

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
場　
文
化
会
館

内
容　
踊
り
や
民
謡
な
ど
の
発
表

入
場
料　
無
料

問
い
合
わ
せ　
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
事
務
局（
社
会
福
祉
協
議
会

内
、
☎

（25）
４
５
４
６
）

東
京
福
祉
大
学
連
携
公
開
講
座

高
齢
福
祉
課（
☎

（27）
２
７
５
２
）

期
日　
11
月
14
日（
土
）

時
間　
午
後
１
時
～
２
時
30
分

会
場　
東
京
福
祉
大
学
伊
勢
崎
キ

ャ
ン
パ
ス（
山
王
町
）

定
員　
２
０
０
人（
先
着
順
）

演
題　
幸
せ
な
老
後
の
た
め
に

講
師　
尹ユ

ン

文ム
ン

九グ

さ
ん（
東
京
福
祉

大
学
社
会
福
祉
学
部
教
授
）

入
場
料　
無
料

申
し
込
み　
10
月
８
日（
木
）か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
で
高
齢
福
祉
課

へ

催
し

期
日　
10
月
17
日（
土
）

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
４
時
30

分会
場　
児
童
セ
ン
タ
ー

内
容　
影
絵
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
工
作
、

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
教
室
、
遊
び
の

出
前
、
模
擬
店（
有
料
）

入
場
料　
無
料

問
い
合
わ
せ　
児
童
セ
ン
タ
ー（
☎ 

（23）
６
４
６
３
）

期
日　
10
月
25
日（
日
）

時
間　
午
前
９
時
～
正
午

会
場　
境
御お

ん

嶽た
け

山や
ま

自
然
の
森
公
園

参
加
料　
１
０
０
円 （
保
険
料
な

ど
）

用
意
す
る
物　
筆
記
用
具
・
双
眼

鏡申
し
込
み　
当
日
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ　
日
本
野
鳥
の
会
群

馬
伊
勢
崎
分
会（
☎

（26）
０
９
５
８
・

大
塚
）

期
日　
10
月
18
日（
日
）

※
雨
天
の
場
合
は
10
月
25
日（
日
）

時
間　
午
前
９
時
50
分
開
始

会
場　
赤
堀
峰
岸
山
自
然
体
験
の

森（
西
野
町
）

内
容　
和
太
鼓
・
ハ
ー
モ
ニ
カ
・ 

オ
カ
リ
ナ
の
演
奏
、
フ
ォ
ル
ク
ロ

ー
レ
、
コ
ー
ラ
ス
、
赤
堀
中
学
校

吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
当
日
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ　
赤
堀
自
然
里
山
ク 

ラ
ブ（　
０
８
０
ー
１
２
０
９
ー

３
１
２
４
・
下
村
）

い
せ
さ
き
も
ん
じ
ゃ
ま
つ
り
と

伊
勢
崎
グ
ル
メ
大
集
合
！
２
０
１
５

文
化
観
光
課（
☎

（27）
２
７
５
９
）

　
い
せ
さ
き
も
ん
じ
ゃ
を
は
じ
め
、

市
内
・
県
内
外
の
ご
当
地
グ
ル
メ

や
物
産
品
な
ど
、
数
多
く
の
店
舗

が
並
び
ま
す
。
来
場
者
の
投
票
に

よ
り
、
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
グ
ル
メ
を

決
定
し
ま
す
。
特
設
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ

ー
や
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
な
ど
も
行
い

ま
す
。

期
日　
10
月
18
日（
日
）

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
場　
伊
勢
崎
オ
ー
ト
レ
ー
ス
場

内（
東
ゲ
ー
ト
付
近
）

入
場
料　
無
料

法
の
日
記
念 

群
馬
弁
護
士
会
に 

よ
る
無
料
法
律
相
談
会

人
権
課（
☎

（27）
２
７
３
０
）

期
日　
10
月
16
日（
金
）

時
間　
午
後
２
時
～
４
時

会
場　
市
役
所
東
館
５
階
第
１
会

議
室

定
員　
30
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　
10
月
９
日（
金
）か
ら

電
話
で
人
権
課
へ

登
記
・
行
政
無
料
相
談
会

人
権
課（
☎

（27）
２
７
３
０
）

　
行
政
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士

が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

期
日　
10
月
24
日（
土
）

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

会
場　
Ｊ
Ａ
佐
波
伊
勢
崎
本
店（
連 

取
町
）

内
容　
相
続
、
農
地
転
用
、
建
物

登
記
、
土
地
境
界
問
題
な
ど

申
し
込
み　
当
日
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ　
群
馬
行
政
書
士
会 

伊
勢
崎
支
部（
☎

（26）
１
０
８
８
・ 

中
村
）・
群
馬
土
地
家
屋
調
査
士 

会
伊
勢
崎
支
部（
☎

（25）
５
３
６
５
・

新
井
）

労
働
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
を

お
手
伝
い
し
ま
す

商
工
労
働
課（
☎

（27）
２
７
５
５
）

　
労
働
者
と
使
用
者
と
の
間
で
労

働
条
件
な
ど
に
つ
い
て
紛
争
が
生

じ
た
と
き
、
県
労
働
委
員
会
が
公

平
・
中
立
な
立
場
で
紛
争
解
決
を

支
援
し
ま
す
。
労
働
問
題
で
困
っ

た
と
き
は
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

費
用
は
掛
か
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　
県
労
働
委
員
会
事 

務
局（
☎
０
２
７
ー
２
２
６
ー
２
７ 

８
３
）

児
童
館
合
同
ま
つ
り

子
育
て
支
援
課（
☎

（27）
２
７
５
０
）

相
談

秋季消防点検
期日　10月18日（日）
時間　午前９時30分～11時20分
会場　八斗島ちびっこ広場
内容　消防団員・女性防火クラブ員が、分列行進や消
　火訓練などを行い、日頃の訓練の成果を確認します
問い合わせ　消防本部総務課（☎25−3511）

放射線量８月・９月の測定結果
　学校や公園など、市内57カ所の定点測定地
点において、測定値が除染の要件（毎時0.23マ
イクロシーベルト）を超えた場所はありません
でした。測定地点と測定値の詳細は、市ホーム
ページで確認できます。
問い合わせ　環境保全課（☎27−2733）

期�間　10月24日（土）から11月22日（日）まで
　�※月曜日と11月４日（水）は休館です
時間　午前９時～午後４時30分
会場　赤堀歴史民俗資料館
入場料　無料

【特別講座 交友から見る金井烏洲の人と作品】
期日　10月25日（日）
時間　午後２時開始
会場　赤堀公民館
入場料　無料
申�し込み　当日までに
　直接または電話で赤
　堀歴史民俗資料館（☎
　63－0030）へ
問い合わせ　文化観光
　課（☎27－2758）

島村の誇る日本画家　金 井 烏
う

 洲
じゅう

 展
市収蔵美術展

　講演会、第四中学校の生徒による合唱、中学
生人権作文優秀作品の発表と朗読、市内の小・
中学生が描いた人権啓発ポスター優秀作品の展
示を行います。
期日　11月14日（土）
時間　午後１時～４時
会場　文化会館

【講演会】
定員　500人（先着順）
演�題　人間らしくイキイキ
　と　～違いを尊重しあう
　社会へ～
講師　山本コウタローさん
　（フォークシンガー）
入場料　無料
　�※入場には整理券が必要です。整理券は10月�
14日（水）から人権課、隣保館、各支所庶務課、
市民サービスセンター宮子・あずま、文化会
館、市民プラザで配布します（１人５枚まで）

問い合わせ　人権課（☎27−2730）

▶
金
井
烏
洲
筆
　
赤せ

き

壁へ
き

夜や

遊ゆ
う

図ず

市
民
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

文
化
観
光
課（
☎

（27）
２
７
５
８
）

親
子
で
楽
し
む
里
山
コ
ン
サ
ー
ト

生
涯
学
習
課（
☎

（27）
２
７
９
４
）

手遊びなどで
楽しいひとときを

女性防火クラブ員による
消火訓練 訓練の成果を確認

山本コウタローさん
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　道路上から水道メーターまでの間に漏水を発見
　した場合は、竜宮浄水場（☎24－1760）または
　下記の指定工事店に連絡してください。

次の地域の連絡先は、以下のとおりです。
●�境島村の利根川右岸地域（本庄市給水区域）�
＝本庄市水道課（☎0495−22−2151）

●�境平塚の利根川右岸地域（深谷市給水区域）�
＝深谷市水道工務課（☎048−577−7529）

休日の漏水などの緊急連絡先

●
●
●

10月
10月
10月

17日（土）
18日（日）
24日（土）

三和水工　　　☎32－0575
丸新設備工業　☎25－0554
豊鉄水工業　　☎32－1526

●
●
10月
10月

25日（日）
31日（土）

丸橋設備　☎25－2412
栗原建設　☎25－6720

県
民
の
日 

施
設
の
無
料
開
放

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎

（27）
２
７
４
７
）

　
群
馬
県
民
の
日
を
記
念
し
て
、

対
象
施
設
を
無
料
で
開
放
し
ま
す
。

期
日　
10
月
28
日（
水
）

対
象
施
設
・
時
間

●
市
民
体
育
館（
小
体
育
室
・
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
）＝
午
前
９
時
～

午
後
10
時

●
あ
ず
ま
ウ
ォ
ー
タ
ー
ラ
ン
ド
＝

正
午
～
午
後
９
時

問
い
合
わ
せ　
華
蔵
寺
公
園
運
動 

施
設
管
理
事
務
所（
☎

（23）
７
０
１ 

５
）・
あ
ず
ま
ウ
ォ
ー
タ
ー
ラ
ン 

ド（
☎

（62）
９
９
６
６
）

エ
ク
セ
ル
で
家
計
簿

赤
堀
公
民
館（
☎

（62）
１
１
５
３
）

期
日

①
10
月
21
日（
水
）・
22
日（
木
）

②
10
月
28
日（
水
）・
29
日（
木
）

※
い
ず
れ
も
全
２
回

時
間　
午
前
９
時
～
正
午

会
場　
赤
堀
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

で
、
パ
ソ
コ
ン
で
エ
ク
セ
ル
の
基

礎
が
で
き
る
人

定
員　
各
10
人（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
10
月
14
日（
水
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
赤

堀
公
民
館
へ

手
作
り
お
も
ち
ゃ
を
作
っ
て

遊
ぼ
う

清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
21

（
☎

（32）
３
１
６
６
）

期
日　
10
月
23
日（
金
）

時
間　
午
前
10
時
～
正
午

会
場　
清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
21

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
子
育
て
中
の
人

※
子
ど
も
と
一
緒
に
参
加
で
き
ま

す定
員　
10
人（
先
着
順
）

内
容　
手
作
り
お
も
ち
ゃ
・
楽
器

を
作
り
ま
す

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
10
月
８
日（
木
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
清
掃
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
21
へ

伊
勢
崎
絣
手
織
り
体
験
教
室

文
化
観
光
課（
☎

（27）
２
７
５
９
）

期
日　
11
月
12
日
か
ら
12
月
11
日

ま
で
の
木
・
金
曜
日

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
場　
伊
勢
崎
織
物
会
館（
曲
輪

町
）

定
員　
各
日
10
人（
先
着
順
）

内
容　
伝
統
的
工
芸
品
・
伊
勢
崎

絣
の
テ
ー
ブ
ル
セ
ン
タ
ー
を
織
り

ま
す

参
加
料　
２
０
０
０
円（
材
料
費
、 

昼
食
代
な
ど
）

申
し
込
み　
10
月
８
日（
木
）午
前

９
時
か
ら
受
講
者
本
人
が
電
話
で

文
化
観
光
課
へ

住
ま
い
の
お
手
入
れ
教
室

あ
ず
ま
公
民
館（
☎

（62）
０
１
１
５
）

期
日　
11
月
10
日（
火
）・17
日（
火
） 

（
全
２
回
）

時
間　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30

分

会
場　
あ
ず
ま
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
人

定
員　
15
人（
先
着
順
）

内
容　
ア
イ
ロ
ン
で
で
き
る
ふ
す

ま
紙
・
障
子
紙
の
張
り
方
と
、
自

転
車
の
修
理
方
法
を
学
び
ま
す

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
10
月
27
日（
火
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
あ

ず
ま
公
民
館
へ

本
場
の
中
華
を
楽
し
も
う
！

茂
呂
公
民
館（
☎

（25）
２
６
７
１
）

期
日　
10
月
27
日（
火
）

時
間　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１

時会
場　
茂
呂
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・ 

在
学
の
人

定
員　
16
人（
先
着
順
）

内
容　
マ
ー
ボ
ー
豆
腐
や
杏
仁
豆

腐
な
ど
を
作
り
ま
す

参
加
料　
７
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み　
10
月
13
日（
火
）か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
で
茂
呂
公
民
館

へセ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー

赤
堀
公
民
館（
☎

（62）
１
１
５
３
）

期
日　
11
月
５
日
か
ら
平
成
28
年

２
月
４
日
ま
で
の
第
１
・
第
３
木

曜
日（
全
７
回
）

時
間　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分

※
11
月
19
日（
木
）は
館
外
学
習
の

た
め
午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
場　
赤
堀
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
の
60
歳
以
上

の
人

定
員　
40
人（
先
着
順
）

内
容　
笑
顔
に
な
れ
る
頭
の
体
操
、

館
外
学
習
、
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
、
お
い
し

い
煎
茶
の
入
れ
方
、
終
活
に
つ
い

て
な
ど

参
加
料　
無
料

※
内
容
に
よ
っ
て
実
費
が
掛
か
り

ま
す

申
し
込
み　
10
月
15
日（
木
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
赤

堀
公
民
館
へ

ま
な
び
ぃ
先
生
自
主
企
画
事
業

お
琴
教
室

生
涯
学
習
課（
☎

（27）
２
７
９
４
）

期
日　
10
月
11
日
・
18
日
・
25
日

の
日
曜
日（
全
３
回
）

時
間

①
午
前
10
時
～
10
時
30
分

②
午
前
10
時
30
分
～
11
時

③
午
前
11
時
～
11
時
30
分

会
場　
あ
ず
ま
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・ 

在
学
の
人

定
員　
各
３
人（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
10
月
８
日（
木
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
生

涯
学
習
課
へ

講
座

期
日　
10
月
24
日（
土
） 

時
間　
午
前
７
時
30
分
開
会 

会
場　
あ
ず
ま
ウ
ォ
ー
タ
ー
ラ
ン

ド対
象　
記
録
会
当
日
16
歳
以
上
の

人※
未
成
年
者
は
保
護
者
の
承
諾
書

が
必
要
で
す

定
員　
20
人（
先
着
順
）

内
容　
ス
イ
ム
３
０
０
メ
ー
ト
ル
、

バ
イ
ク
８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
ラ
ン

２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

※
リ
レ
ー
で
の
参
加
も
で
き
ま
す 

参
加
料　
１
５
０
０
円

申
し
込
み　
10
月
７
日（
水
）か
ら

19
日（
月
）ま
で
に
市
ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
協
会（
☎

（23）
９
０
８
０
・
高

庭
）へ

ス
ケ
ー
ト
教
室

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎

（27）
２
７
４
７
）

期
日　
11
月
９

日
か
ら
27
日
ま

で
の
月
・
水
・

金
曜
日（
全
８

回
）

※
23
日（
祝
）は 

除
き
ま
す

時
間　
午
後
６
時
30
分
～
８
時

会
場　
伊
勢
崎
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ

ー（
今
井
町
）

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・ 

在
学
の
小
学
生
以
上
の
人

定
員　
50
人（
先
着
順
）

参
加
料　
４
５
０
０
円

申
し
込
み　
10
月
14
日（
水
）か
ら

直
接
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

ラ
グ
ビ
ー
教
室

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎

（27）
２
７
４
７
）

期
日　
10
月
18
日
・
25
日
・
11
月

１
日
の
日
曜
日（
全
３
回
）

時
間　
午
前
９
時
～
11
時
30
分

会
場　
市
ラ
グ
ビ
ー
場

対
象　
５
歳
か
ら
小
学
６
年
生

内
容　
ボ
ー
ル
を
使
用
し
た
鬼
ご

っ
こ
か
ら
、
ラ
グ
ビ
ー
の
基
本
プ

レ
ー
・
試
合
ま
で

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
10
月
14
日（
水
）ま
で

に
直
接
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

問
い
合
わ
せ　
市
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
協
会（
☎

（21）
９
７
９
２
・ 

中
里
）

ゴ
ル
フ
教
室

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎

（27）
２
７
４
７
）

期
日　
11
月
３
日
か
ら
18
日
ま
で

の
火
・
水
曜
日（
全
６
回
）

時
間　
午
後
８
時
30
分
～
10
時　

会
場　
ゴ
ル
フ
プ
ラ
ザ
イ
セ
サ
キ

（
柴
町
）

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
20
歳
以
上
の
初
心
者

定
員　
25
人（
先
着
順
）

参
加
料　
８
０
０
０
円（
ボ
ー
ル

代
）

申
し
込
み　
10
月
８
日（
木
）か
ら

22
日（
木
）ま
で
に
直
接
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
へ

県
民
の
日 

ボ
ウ
リ
ン
グ
招
待

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎

（27）
２
７
４
７
）

　
１
人
２
ゲ
ー
ム
ま
で
無
料
で
プ

レ
ー
で
き
ま
す
。

※
貸
靴
代
が
別
途
必
要
で
す

期
日　
10
月
28
日（
水
）

受
付
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５

時会
場　
県
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
協
会
に

加
盟
し
て
い
る
ボ
ウ
リ
ン
グ
場

申
し
込
み　
当
日
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ　
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協 

会（
伊
勢
崎
イ
モ
ン
ボ
ウ
ル
内
、

☎
（26）
１
２
２
５
）

ス
ポ
ー
ツ

イ
ン
ド
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

記
録
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎

（27）
２
７
４
７
）

あずまウォーターランド臨時休館
　温水ボイラーの入れ替え工事のため、あずまウ�
ォーターランドを休館します。
期間　11月３日（祝）から24日（火）まで
問�い合わせ
　スポーツ振興課（☎27−2747）
　あずまウォーターランド（☎62−9966）

図書館臨時休館
　図書館システム入れ替えのため、市内の全図書館
と市民プラザ図書室を休館します。インターネット
での予約・検索もできません。本などの返却は返却
ボックスを利用してください。
期間　11月１日（日）から７日（土）まで
問い合わせ　伊勢崎市図書館（☎23−2346）

期日　10月17日（土）
時間　午後２時～４時
会場　境東公民館
対象　市内に在住または
　在勤・在学の人

定員　50人（先着順）
演題　島村の養蚕業　エピソードあれこれ　
　〜世界遺産の村の自慢話〜

講師　田島信孝さん（ぐんま島村蚕種の会役員）
入場料　無料
申�し込み　10月８日（木）から直接または電話
で境東公民館（☎74−0453）

■■■■■■■■■■■■郷 土 史 講 演 会

楽しくスケート

伊勢崎絣の伝統
を感じよう
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情報掲示板

売上金は機械工業の振興・社会福祉の増進などに広く役立てられています
☎24－5780　　 http://isesaki-auto.jp/

◆浜松オート場外発売
　GⅠ第57回秋のスピード王決定戦

◆第37回デイリー杯争奪戦

◆川口オート場外発売

10/８・９・10・11・12

10/13・14・15・16

10/17・18・19・20

◆飯塚オート場外発売（ナイター開催）

◆船橋オート場外発売
　GⅠオートレース発祥65周年記念
　船橋オート祭

10/17・18・19・20

10/21・22・23・
 24・25

　
毎
年
12
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
ま
す
。

高
齢
者
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か

か
る
と
、
肺
炎
を
併
発
し
重
症
化

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、

う
が
い
や
手
洗
い
、
マ
ス
ク
の
着

用
な
ど
一
般
的
な
予
防
方
法
の
ほ

か
、
流
行
前
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
も

有
効
で
す
。

　
市
で
は
65
歳
以
上
の
人
に
対
し

て
、
予
防
接
種
の
費
用
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。
対
象
者
に
は

予
診
票
を
郵
送
し
ま
し
た
。
指
定

医
療
機
関
で
予
防
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

期
間　
10
月
１
日（
木
）か
ら
12
月

28
日（
月
）ま
で

対
象　
市
内
に
在
住
で
接
種
当
日

65
歳
以
上
の
人

※
60
歳
以
上
64
歳
以
下
で
、
心
臓・

腎
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
免

疫
の
機
能
に
、
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
程
度
の
障
害
が
あ
る
人
も
対

象
で
す
。
希
望
者
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い

接
種
費
用　
１
０
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
無
料

歯
周
疾
患
検
診

　
人
が
歯
を
失
う
大
き
な
原
因
は

虫
歯
と
歯
周
病
で
す
。
検
診
で
自

分
の
口
の
中
の
状
態
を
知
り
、
歯

周
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　
検
診
の
対
象
者
に
は
、
受
診
券 

（
が
ん
検
診
等
受
診
券
）を
４
月
上

旬
に
郵
送
し
ま
し
た
。
指
定
医
療

機
関
に
予
約
の
上
、12
月
28
日（
月
）

ま
で
に
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

受
診
券
が
な
い
人
は
、
各
保
健
セ

ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

対
象　
市
内
に
在
住
で
、
平
成
28 

年
３
月
31
日
時
点
で
40
歳
・
50
歳
・

60
歳
・
70
歳
の
人

受
診
料　
５
０
０
円

※
70
歳
の
人
は
無
料

※
市
民
税
非
課
税
世
帯
、
生
活
保

護
世
帯
の
人
は
伊
勢
崎
市
検
診
等

自
己
負
担
金
免
除
者
証
を
提
示
す

れ
ば
無
料
で
受
診
で
き
ま
す

保
健

健
康
づ
く
り
課（
☎

（27）
２
７
４
６
）

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
☎

（23）
６
６
７
５
）

赤
堀
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎

（20）
２
２
１
０
）

あ
ず
ま
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎

（62）
９
９
１
８
）

境
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎

（74）
１
３
６
３
）

大規模な建築物・工作物の新築などは
景観法に基づく届け出が必要です

　本市では、地域の特性を生かした景観づくりを進

めるため、景観法に基づいて、伊勢崎市景観まちづ

くり条例および伊勢崎市景観計画を定めています。

　景観計画区域内で、右記のとおり一定規模を超え

る建築物・工作物の新築、修繕や、土地の開発行為

などをする場合には、工事などを始める30日前まで

に都市計画課に届け出が必要です。外観の色彩やデ

ザイン、緑化などについて、景観計画に定める基準

を踏まえて工事などを計画してください。詳しくは

都市計画課に問い合わせてください。

問い合わせ　都市計画課（☎27−2767）

65
歳
以
上
の
人
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

届け出が必要な規模
【一般区域】
●�建築物の建築など＝高さが15ｍまたは建築面積
が1,000㎡を超えるもの
●�工作物の建設など＝高さが15ｍまたは築造面積
が1,000㎡を超えるもの。柵などの場合は、高さ
が２ｍかつ長さが50mを超えるもの
●��開発行為＝敷地面積が1,000㎡を超えるもの

【境島村景観重点区域】
●建築物の建築など＝全ての建築物
●�工作物の建設など＝高さが４ｍまたは築造面積が�
10㎡を超えるもの。柵などの場合は、高さが0.6m
かつ長さが２mを超えるもの
●開発行為＝敷地面積が500㎡を超えるもの

広
告
の
ペ
ー
ジ
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●
問
い
合
わ
せ

　
文
化
財
保
護
課（
☎
（75）
６
６
７
２
）

い
せ
さ
き

発
行

■伊
勢

崎
市

  ☎
0270−

24−
5111

  FAX  0270−
23−

9800
〒

372−
8501 群

馬
県

伊
勢

崎
市

今
泉

町
二

丁
目

410番
地

  U
RL    http://w

w
w

.city.isesaki.lg.jp
編

集
■

広
報

課
　

印
刷

■
川

島
美

術
印

刷
株

式
会

社
　

毎
月

1日
・

16日
発

行

あ
な

た
と

市
政

を
つ

な
ぐ

情
報

紙
 ISESAKI PU

BLIC RELATIO
N

S
2015年

９
月
１
日
現
在

●
人
口
	
211,532人

●
世
帯
数
	
84,771戸
いき
いき公民館

自慢の
サークル
紹介

自慢の
サークル
紹介

古い建物なので、
維持・管理には苦
労しています。昔
の写真を見ている
と、先祖代々の家
をこれからも守り、
残していきたいと
いう気持ちになり
ます。

 防災・防犯情報を配信中  いせさき情報メールに登録を！ 登録方法など詳しくは12ページへ

第
７
回

小
茂
田
家
住
宅

　
小
茂
田
家
住
宅
の
主お

も

屋や

は
、
明

治
初
期
に
建
築
さ
れ
た
２
階
建
て

切
妻
造
り
の
養
蚕
農
家
の
建
物
で

す
。
間
口
約
18
メ
ー
ト
ル
、
奥
行

約
９
メ
ー
ト
ル
の
大
き
な
建
物
で
、

屋
根
に
は「
三
つ
や
ぐ
ら
」と
い
わ

れ
る
養
蚕
農
家
建
築
に
特
徴
的
な

換
気
窓
が
設
置
さ
れ
、
蚕さ

ん

種し
ゅ（
蚕

の
卵
）製
造
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
ろ

の
歴
史
あ
る
面
影
を
残
し
て
い
ま

す
。
平
成
16
年
に
主
屋
、
蚕さ

ん

室し
つ

、

土
蔵
、
井
戸
屋
が
国
の
有
形
文
化

財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

●活動状況は？
▶月４回程度
●活動場所は？
▶境島村公民館
●メンバーは？
▶11人

　初めての人でも基礎から学べるフラダンスのサークルです。
ほめ上手な先生から優しく教えてもらえて、家族のような和や
かな雰囲気で楽しく活動中。週に一度の練習では、毎回ハワイ
に行っている気分になれます。発表会ではきれいなドレスを着
てたくさんの人の前で踊るので、いくつになっても気持ちを若
く保つことができます。地区の敬老会に招かれるときには、お
客さんも一緒にフラを踊って楽しみます。

サークル名 	フラナニ プアリリレフア

　今回、取材で訪れた小茂田
家住宅では、たくさんの貴重
な写真が収められた古いアル
バムを拝見しました。古い写
真を眺める小茂田さんご夫妻
は、なんだかとても楽しそう
でした。
　広報いせさきの取材では、
取材に協力してくださった皆
さんに、お礼として紙面に掲
載した写真をプレゼントして
います。小茂田家のアルバム
のように皆さんの家庭で100
年後まで残って、家族みんな
で楽しんでもらえるような写
真が撮れるように、これから
も頑張ります。　　　　（よ）

第42回 境島村公民館

　
小
茂
田
家
住
宅
の
あ
る
豊
受
地

区
は
、
田
島
弥
平
旧
宅
の
あ
る
境

島
村
と
同
じ
く
利
根
川
の
そ
ば
に

位
置
し
、
江
戸
時
代
か
ら
蚕
種
製

造
の
盛
ん
な
地
域
で
し
た
。
し
ば

し
ば
氾
濫
し
た
利
根
川
が
も
た
ら

す
水
は
け
の
よ
い
土
壌
は
、
蚕
の

成
育
に
欠
か
せ
な
い
桑
を
栽
培
す

る
の
に
適
し
て
い
ま
し
た
。

　
小
茂
田
家
で
は
江
戸
時
代
の
終

わ
り
か
ら
蚕
種
製
造
業
を
営
ん
で

き
ま
し
た
。
明
治
期
に
は
小
茂
田

藤と
う

橘き
つ

が
中
心
と
な
り
、
蚕
種
製
造

会
社「
長
沼
組
」を
設
立
し
ま
し
た
。

当
時
、
県
令
へ
提
出
し
た
届
け
出

に
は
、
蚕
種
直じ

き

輸ゆ

出し
ゅ
つ

で
イ
タ
リ
ア

へ
行
っ
た
島
村
の
田
島
弥
三
郎
を

招
き
、
蚕
病
検
査
に
つ
い
て
学
ん

だ
こ
と
が
書
か
れ
て
お
り
、
島
村

と
も
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。

　
小
茂
田
藤
橘
は
蚕
種
製
造
の
先

駆
的
指
導
者
で
も
あ
り
ま
し
た
。

小
茂
田
家
は「
親し

ん

仁じ
ん

館か
ん

」と
呼
ば
れ
、

多
く
の
伝
習
生
が
こ
こ
で
蚕
種
製

造
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
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◀大正期の小
茂田家の様子

（写真：小茂田
家蔵）

▲現在、小茂田家住宅に住んでいる
小

こ

茂
も

田
だ

治
は る

男
お

さん・美由紀さんご夫妻

▶小茂田家住宅（長沼町2631）は
個人住宅のため、内部は原則非
公開。外観は見学できる


